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～～町町長長提提案案～～
● 平成30年度藍住町一般会計補正予算 ………………………………………………………………… 原案可決
● 平成30年度藍住町特別会計（介護保険事業）補正予算 …………………………………………… 原案可決
● 藍住町福祉センター設置及び管理に関する条例の廃止 …………………………………………… 原案可決
● 藍住町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正 ………………………………………………………………………………………… 原案可決

● 藍住町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関し必要な事項を定める条例の一部改正 … 原案可決
● 藍住町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 …… 原案可決
● 藍住町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正 ………………… 原案可決

● 学校業務支援システムの共同化に関する事務の委託に関する協議 ……………………………… 原案可決

～主な補正の内容（1万円未満四捨五入）～

総 務 費
◆（仮称）藍住町文化ホール・公共施複合化事業費
（ブラインド等内装工事費・机椅子等事務用備品・
継続費の工事請負費） 1億9，400万円
衛 生 費

◆西クリーンステーション管理費
（不燃物等処理委託料・2号炉内耐火物補修工事）

1，913万円

教 育 費
◆小学校総務費 2，700万円
（北・西小学校の受電設備更新工事）
◆中学校費 270万円
（入学前学用品等）
◆文化費 3，700万円
（旧奥村家修復工事）
◆給食総務費 2，200万円
（原材料費）

編集委員会では、町民の声の投稿を募集しています。
議会や町政に関する御意見をお寄せください。

①住所・氏名・電話番号を明記。
②掲載時に匿名を希望する方は申し出てください。
③字数は500字以内。
④投稿者の多い場合には、掲載月を調整する場合があります。

補正後の額
26億960万円

補 正 額
4，460万円

補正前の額
25億6，500万円

会 計 名
介 護 保 険 事 業

定定 例例 会会 案案 内内
本会議を傍聴しませんか
次の定例会は3月です。

（定例会日程についてはホームページで掲載しています。そちらをごらんください。）
����������������������������

次号は5月に発行します。
詳しくは議会事務局まで

お問い合わせ ● 議会事務局 637－3127

12月議会定例会が12月6日から19日までの14日間の会期で開会され、
下記の議案について審議しました。
一般質問では3人の議員が登壇し、町政について質問しました。12月定例会

平成30年度一般会計補正予算平成30年度一般会計補正予算

平成30年度特別会計（介護保険事業）補正予算平成30年度特別会計（介護保険事業）補正予算

109億2，700万円

投 稿 規 定投 稿 規 定

3億9，200万円増額歳入歳出
それぞれ
歳入歳出
それぞれ

予 算
総 額
予 算
総 額

藍住町議会だより 96号 ２
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～～議議員員提提案案～～
● 奥村晴明議員に対する再度、議員辞職勧告動議
�
�
�
�
�
��

平成30年4月15日午後7時頃、奥村晴明議長（当時）は酒気帯び運転で摘発され、議会の信頼と品位を
傷つけた。議員は住民の代表として、町政の監視役という重大な職責をもっており、政治的・道義的に
責任を免れることはできないとして、林茂議員から再度、議員辞職勧告動議が提出された。これに対し
て小川幸英議員が賛成討論をし、反対討論をする者はなく、起立採決を行った。

�
�
�
�
�
��

・提出議員 林 茂
・賛成議員 小川幸英、喜田 修、矢部幸一、安藝広志、鳥海典昭、西岡恵子、古川義夫

動議の採決結果

陳

情

1
件
の
陳
情
が
あ
り
、

議
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

▼
電
気
設
備
工
事
・
管
設

備
工
事
の
分
離
発
注
推

進
の
お
願
い

陳
情
者

一
般
社
団
法
人

徳
島
県
設
備
業
協
会

会
長

石
川

雅
一

請請

願願

1
件
の
請
願
が
あ
り
ま

し
た
が
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

●
国
に
対
し
「
消
費
税
増

税
中
止
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る

請
願
書

請
願
者

消
費
税
の
廃
止
を
求
め
る

徳
島
県
各
界
連
絡
会

山
根

憲
一

紹
介
議
員

林

茂

議
員

小
川

幸
英

議
員

11月6日開催の臨時会において次の議案が上程され、原案のとおり可決した。
●（仮称）藍住町文化ホール等複合公共施設緑地広場・駐車場整備工事の請負契約の締結 ……原案可決
契約業者：西松建設株式会社四国支店

11月26日開催の臨時会において次の議案が上程され、原案のとおり可決した。
● 職員の給与に関する条例の一部改正 ………………………………………………………………原案可決
人事院勧告及び徳島県人事委員会勧告に基づき、宿日直手当を200円、給料表については平均で
約0．2％、勤勉手当については、年間の支給月数を0．05月分引き上げる改正

完
成
間
近
。（
仮
称
）
藍
住
町

文
化
ホ
ー
ル
・
公
共
施
設
複
合

化
事
業
建
設
工
事
の
現
場
視
察

12
月
19
日
、
定
例
会
閉
会

後
、
全
議
員
で
現
場
視
察
を

実
施
。
外
部
足
場
が
解
体
さ

れ
始
め
、
建
物
の
外
観
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
藍
住
町
総
合
文

化
ホ
ー
ル
特
別
委
員
会
で

は
、
内
装
材
等
へ
の
藍
染
め

の
活
用
や
階
段
部
分
等
の
手

す
り
に
対
す
る
提
言
を
行
い

ま
し
た
。

岡
山
県
久
米
南
町
議
会
か
ら

視
察
研
修
来
庁

1
月
29
日
、
久
米
南
町
議

会
議
員
7
名
が
定
住
施
策
等

に
つ
い
て
研
修
の
た
め
来
庁

さ
れ
ま
し
た
。

結

果

可
決

森

彪

－

永
濵

茂
樹

×

佐
野

慶
一

×

森

志
郎

×

平
石

賢
治

×

林

茂

○

小
川

幸
英

○

西
川

良
夫

×

西
岡

恵
子

○

徳
元

敏
行

○

矢
部

幸
一

○

鳥
海

典
昭

○

安
藝

広
志

○

古
川

義
夫

○

喜
田

修

○

○：賛成 ×：反対 －：議長のため採決には参加せず

～平成30年 第2回臨時会～

～平成30年 第3回臨時会～

３ 藍住町議会だより 96号



問
藍
の
魅
力
を
町
内
外
に

発
信
し
て
い
く
事
業
を

継
続
す
る
と
の
こ
と
。
今
後
、

観
光
振
興
、
県
内
外
広
く
外
国

の
方
々
に
も
本
町
に
来
て
も
ら

え
る
よ
う
な
取
組
は
。
ま
た
観

光
に
来
て
い
た
だ
い
て
も
本
町

に
は
宿
泊
施
設
が
少
な
い
。
そ

の
対
策
は
。

答
藍
の
魅
力
発
信
事
業
を

継
続
す
る
。

ま
た
、
古
民
家
の
活
用
も
含

め
検
討
し
た
い
。

問
納
涼
祭
の
花
火
大
会
を

復
活
し
て
ほ
し
い
と
の

声
が
多
い
が
。

答
現
在
、
消
防
法
等
の
問

題
も
あ
り
難
し
い
。

問
冬
で
も
使
用
で
き
る
屋

内
型
プ
ー
ル
を
造
っ
て

ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
が
。

答
現
在
の
財
政
状
況
で
は

厳
し
い
。

問
今
年
度
の
幼
小
中
学
校

の
熱
中
症
の
人
数
と
対

策
は
。答

小
学
校
30
人
、
中
学
校

11
人
。

小
ま
め
な
水
分
補
給
の
指
導

や
、
保
健
室
等
に
は
経
口
補
水

液
を
常
備
す
る
な
ど
の
対
応
を

し
て
い
る
。

問
災
害
時
避
難
場
所
に
も

な
る
体
育
館
に
エ
ア
コ

ン
設
置
が
必
要
と
思
う
が
。

答
1
校
当
た
り
の
設
置
費

用
は
4
千
万
円
程
度
の

事
例
が
多
く
検
討
課
題
。

問
水
筒
を
忘
れ
た
と
き
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
、

小
中
学
校
に
冷
水
機
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

答
数
台
の
冷
水
機
を
設
置

し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の

児
童
生
徒
が
利
用
で
き
な
い
と

い
う
問
題
も
あ
り
、
新
規
設
置

は
考
え
て
い
な
い
。

問
残
暑
厳
し
い
中
で
の
練

習
や
運
動
会
の
見
直
し

は
。答

保
護
者
の
意
見
や
、
学

校
の
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
。

問
自
治
体
が
水
道
事
業
の

運
営
権
を
民
間
企
業
に

委
託
す
る
水
道
法
改
正
案
が
可

決
さ
れ
民
営
化
が
加
速
す
る
。

民
営
化
に
な
れ
ば
料
金
が
高
く

な
り
、
水
質
が
悪
く
な
る
と
町

民
も
心
配
し
て
い
る
が
今
後
の

方
針
は
。

答
将
来
の
事
業
を
見
通
し

て
も
、
検
討
の
必
要
は

な
い
。問

ア
ス
ベ
ス
ト
管
、
古
い

管
を
取
り
換
え
る
進
捗

状
況
は
。

答
ア
ス
ベ
ス
ト
管
は
平
成

35
年
度
頃
ま
で
に
は
完

了
す
る
予
定
。
老
朽
管
の
更
新

は
、
優
先
順
位
を
付
け
、
計
画

的
に
実
施
す
る
。

問
上
水
道
基
管
耐
震
化
率

の
現
状
と
今
後
の
取
組

は
。答

平
成
29
年
度
末
現
在

14
・
4
％
で
、
老
朽
管

の
更
新
を
促
進
し
耐
震
化
率
の

向
上
を
図
る
。

問
水
道
料
金
の
値
上
げ
は

あ
る
か
。

答
改
定
の
予
定
は
な
い

が
、
消
費
税
ア
ッ
プ
分

は
改
定
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
水
道
工
事
と
舗
装
工
事

の
連
携
は
で
き
て
い
る

か
。答

事
前
に
建
設
課
と
協
議

の
上
、調
整
し
て
い
る
。

問
下
水
道
事
業
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
取
組
は
。

答
現
在
の
2
期
事
業
は
平

成
37
年
ま
で
に
完
了
予

定
だ
が
、
国
、
県
も
計
画
を
見

直
す
予
定
で
本
町
も
見
直
し
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
合
併
浄
化
槽
の
現
状

は
。

答
平
成
29
年
度
は
1
4
5

基
の
補
助
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

一般質問一般質問

小川 幸英 議員
（厚生常任委員会）

教
育
現
場
で
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

体
育
館
の
空
調
設
置
は
検
討
課
題

教
育
現
場
で
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

体
育
館
の
空
調
設
置
は
検
討
課
題

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

早
期
に
全
体
計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

早
期
に
全
体
計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

来年度の施策について
藍の魅力発信事業を継続

来年度の施策について
藍の魅力発信事業を継続

休み時間に冷水機を利用する生徒
（藍住東中学校）

藍住町議会だより 96号 ４



問
文
部
科
学
省
の
通
知
を

受
け
、
小
学
生
は
教
科

書
や
道
具
類
な
ど
を
教
室
に
置

い
て
お
く
「
置
き
勉
」
を
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
中
学
生
は

部
活
動
等
の
大
き
な
バ
ッ
グ
を

持
っ
て
通
学
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
や
子
供
た
ち
の
健

康
を
害
さ
な
い
よ
う
に
適
切
な

対
応
を
求
め
ま
す
。

答
教
材
教
具
が
増
え
て
い

る
が
、
持
っ
て
き
て
い

る
物
自
体
は
余
り
増
え
て
い
な

い
の
が
現
状
で
、
今
後
、
ま
だ

増
え
て
い
く
よ
う
で
あ
れ
ば
設

置
場
所
を
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
等
で
い
ろ

ん
な
新
し
い
動
き
が
出
て
き
て

い
る
た
め
、
現
場
の
状
況
を
見

な
が
ら
対
応
を
考
え
た
い
。

ま
た
、
登
下
校
の
安
全
に
支

障
が
な
い
か
調
査
す
る
。

問
核
家
族
化
は
毎
年
増
加

傾
向
、
孤
立
化
し
た
中

で
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
を
す

る
厳
し
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
同
様
。
今
ま

で
以
上
に
子
育
て
世
代
へ
の
包

括
的
支
援
が
必
要
で
す
。

特
に
妊
婦
の
自
殺
の
原
因
と

言
わ
れ
て
い
る
産
後
鬱
へ
の
対

応
は
重
要
で
す
。

安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
で
き
る
町
を
目
指
し
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
早
期
開
設
を
求
め
ま
す
。

答
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て

を
安
心
し
て
行
え
る
よ

う
、
ま
た
、
不
安
を
1
人
で
抱

え
込
ま
な
い
よ
う
、
保
健
と
福

祉
を
一
体
的
に
捉
え
、
事
業
の

充
実
や
体
制
の
構
築
に
取
り
組

む
。子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年

度
中
に
開
設
準
備
を
進
め
る
。

問
平
成
21
年
3
月
に
「
藍

住
町
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
を
策
定
以
来
、
男
女
が

共
に
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、

お
互
い
に
尊
重
し
合
え
る
社
会

を
目
指
し
て
き
た
成
果
と
課
題

に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
へ
の

取
組
は
、
男
女
が
共
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
つ

な
が
り
ま
す
。
本
町
の
社
会
通

念
や
慣
習
な
ど
に
お
け
る
男
女

の
不
平
等
感
の
早
期
改
善
と
、

政
策
決
定
の
場
に
女
性
の
登
用

を
求
め
ま
す
。

答
政
策
決
定
の
場
へ
の
女

性
の
登
用
に
つ
い
て

は
、
管
理
職
は
全
体
で
42
・

9
％
、
課
長
職
で
は
38
・
1
％

で
、
お
む
ね
目
標
の
40
％
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
審
議
会
、
委
員
会
に

お
い
て
は
29
・
4
％
の
た
め
、

各
委
員
の
委
嘱
等
の
際
に
、
女

性
が
登
用
さ
れ
る
よ
う
、
今
後

も
積
極
的
に
働
き
掛
け
て
い
き

た
い
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

○
奥
村
家
住
宅
修
繕
に
つ
い
て

○
藍
染
普
及
推
進
事
業
に
つ
い
て

○
防
災
に
つ
い
て

一般質問

西岡 恵子 議員
（厚生常任委員会）

子育て世代包括支援センター（藍住版ネウボラ）の早期開設を求める
平成31年度中に開設準備を進める

※ネウボラ…フィンランド語でアドバイスの場（neuvo＝アドバイス・la＝場所）

子育て世代包括支援センター（藍住版ネウボラ）の早期開設を求める
平成31年度中に開設準備を進める

※ネウボラ…フィンランド語でアドバイスの場（neuvo＝アドバイス・la＝場所）

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い

通学時の子供の負担軽減について
現場の状況を見ながら対応を考える

通学時の子供の負担軽減について
現場の状況を見ながら対応を考える

ハラスメント防止研修の様子
５ 藍住町議会だより 96号



問
町
直
営
業
務
を
藍
住
町

建
設
業
協
働
組
合
に
委

託
を
行
い
5
年
が
経
過
し
た

が
、
事
業
内
容
と
委
託
事
業
費

の
状
況
は
。

答
町
道
排
水
路
等
の
清
掃

及
び
維
持
補
修
等
、
ま

た
緊
急
的
な
業
務
と
し
て
、
台

風
に
よ
る
土
の
う
の
配
布
や
冬

季
の
凍
結
防
止
剤
の
散
布
等
。

事
業
費
は
5
年
間
で
2
億

7
7
2
0
万
円
。

問
道
路
の
傷
み
具
合
が
ひ

ど
い
所
が
多
い
が
、
補

修
計
画
は
立
て
て
い
る
の
か
。

答
小
規
模
簡
易
舗
装
は
舗

装
業
者
へ
発
注
、
穴
埋

め
程
度
の
補
修
は
組
合
職
員
が

補
修
を
行
っ
て
い
る
。

問
今
後
工
事
量
が
増
え
て

き
た
場
合
の
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
。

答
内
容
を
調
査
し
、
委
託

事
業
で
行
う
か
分
離
発

注
す
る
か
検
討
す
る
。

問
北
島
町
な
ど
は
希
望
者

に
検
診
費
用
を
助
成
し

喜
ば
れ
て
い
る
。
自
己
負
担
が

少
な
く
て
済
み
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
で
き
る
脳
ド
ッ
ク

検
診
助
成
事
業
は
必
要
。
本
町

も
助
成
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
。

答
ま
ず
は
、
特
定
健
診
の

受
診
率
を
高
め
て
い
け

る
よ
う
、
様
々
な
普
及
啓
発
を

行
い
、
疾
病
の
予
防
、
早
期
発

見
、
生
活
習
慣
の
改
善
等
に
努

め
る
。問

排
水
路
の
改
修
を
計
画

的
に
行
う
こ
と
。

答
排
水
ポ
ン
プ
等
に
よ
る

強
制
排
水
も
有
効
な
手

段
と
考
え
、
正
法
寺
川
に
排
水

ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
そ
の
効
果

に
つ
い
て
検
証
し
た
上
で
、
今

後
の
排
水
対
策
を
計
画
し
て
い

き
た
い
。

問
台
風
の
影
響
で
通
行
止

め
の
浸
水
箇
所
数
は
。

答
18
か
所
。

問
排
水
路
の
改
修
工
事
の

具
体
的
な
年
次
計
画
を

作
り
予
算
化
し
取
り
組
む
こ

と
。答

基
本
計
画
を
立
て
、
議

会
に
も
報
告
す
る
。

問
千
間
堀
の
改
修
工
事
を

行
う
が
、
そ
の
後
の
状

況
は
。答

千
間
堀
に
流
入
し
て
い

る
排
水
を
、
千
間
堀
に

流
さ
な
い
方
向
で
計
画
す
る
。

問
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は

家
屋
の
倒
壊
と
合
わ
せ

て
、
家
具
の
転
倒
で
多
く
の
人

が
死
亡
、
負
傷
し
て
い
る
。

石
井
町
で
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
世
帯
や
障
が
い
者
世

帯
に
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取

付
け
を
無
償
で
行
っ
て
い
る
。

本
町
も
実
施
す
る
こ
と
。

答
家
具
転
倒
防
止
器
具
等

取
付
支
援
事
業
で
補
助

を
行
っ
て
お
り
、
自
己
負
担
に

つ
い
て
は
、
他
の
助
成
制
度
と

同
様
に
、
あ
る
程
度
の
負
担
は

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問
福
祉
避
難
所
は
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
乳
幼

児
な
ど
一
般
の
避
難
所
で
は
生

活
に
支
障
が
あ
る
被
災
者
を
受

入
れ
支
援
を
行
う
施
設
で
あ
る

が
、
本
町
の
受
入
れ
整
備
の
状

況
は
。答

町
内
の
福
祉
避
難
所
は

4
施
設
で
、
受
入
れ
可

能
人
数
は
2
0
5
人
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問一般質問

林 茂 議員
（総務文教常任委員会）

脳
ド
ッ
ク
検
診
に
助
成
を

ま
ず
は
特
定
健
診
の
受
診
率
を
高
め
る
啓
発
に
努
め
る

脳
ド
ッ
ク
検
診
に
助
成
を

ま
ず
は
特
定
健
診
の
受
診
率
を
高
め
る
啓
発
に
努
め
る

町道・排水路の清掃及び維持補修の状況は
道路側溝清掃で年平均4万2300ｍを実施

町道・排水路の清掃及び維持補修の状況は
道路側溝清掃で年平均4万2300ｍを実施

災害に強いまちづくりについて
災害対策は自助・共助が重要な位置づけ

災害に強いまちづくりについて
災害対策は自助・共助が重要な位置づけ

側溝清掃の様子（奥野）

藍住町議会だより 96号 ６
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議議

員員

研研

修修

報報

告告

九
州
熊
本
地
震
・
防
災
視
察
研
修
を
終
え
て

藍
住
町
防
災
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長

安
藝

広
志

11
月
中
旬
、
髙
橋
町
長
と
藍

住
町
議
会
議
員
16
人
全
員
と
事

務
局
長
で
研
修
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
報
告
と
藍
住

町
に
お
け
る
防
災
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
地
震
と
し
て
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
、
中
央
構
造
線
・
活
断

層
地
震
が
あ
り
ま
す
。
危
惧
さ

れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
地
震
の
う

ち
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
し

た
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
確
率

は
今
後
30
年
の
間
に
80
％
だ
と

言
わ
れ
て
お
り
、
起
き
て
し
ま

え
ば
徳
島
県
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
地
震
か
ら
逃
れ
る
手
立
て

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
起
こ
り
う

る
災
害
に
対
し
て
我
々
は
備
え

を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
藍
住
町
の
防

災
は
い
か
に
あ
る
べ
き
な
の
か

を
考
え
る
た
め
熊
本
県
益
城
町

役
場
と
熊
本
市
役
所
へ
防
災
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

「
行
政
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
備
蓄
品
は
一
瞬
で
な
く

な
り
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
か

ら
も
商
品
は
消
え
、
3
日
間
飲

ま
ず
食
わ
ず
の
人
が
そ
こ
ら
中

に
い
ま
し
た
。」

こ
の
言
葉
は
、
講
師
で
あ
る

熊
本
市
議
会
事
務
局
・
大
島
直

也
次
長
（
災
害
時
、
危
機
管
理

対
策
本
部
に
勤
務
）
か
ら
発
せ

ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
私
は
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
28
年
4
月
に
九
州
地
方

を
襲
っ
た
地
震
は
熊
本
地
震
と

呼
ば
れ
震
度
7
が
立
て
続
け
に

2
回
発
生
し
、
一
連
の
地
震
で

震
度
6
弱
以
上
の
地
震
が
7
回

発
生
す
る
と
い
う
観
測
史
上
初

と
な
り
、
我
々
の
想
像
を
は
る

か
に
上
回
る
地
震
と
な
っ
た
の

で
す
。
こ
れ
ま
で
熊
本
県
で

は
、
地
震
は
少
な
く
安
心
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
上
で
企
業
誘

致
な
ど
も
行
っ
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
そ
れ
ら
の
常
識
は
覆
っ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

発
災
直
後
、
市
役
所
で
は
ほ

ぼ
全
職
員
が
初
め
て
経
験
す
る

事
態
に
動
揺
し
、
職
員
の
安
否

や
参
集
状
況
も
よ
く
分
か
ら
な

い
状
況
で
、
殺
到
す
る
電
話
の

対
応
に
追
わ
れ
る
が
パ
ン
ク
状

態
、「
動
物
園
か
ら
ラ
イ
オ
ン

が
逃
げ
た
。」、「
商
店
街
が
燃

え
て
い
る
。」
な
ど
の
デ
マ
が

飛
び
交
い
、
届
く
情
報
の
精
査

が
で
き
ず
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
全
く
役
に
立
た
な
か
っ
た
。

駆
け
付
け
て
く
れ
た
自
衛
隊
は

設
備
を
整
え
「
お
米
は
あ
り
ま

す
か
。」
と
問
わ
れ
た
。
被
災

地
で
自
衛
隊
が
炊
き
出
し
を
し

て
い
る
光
景
は
ニ
ュ
ー
ス
で
見

た
こ
と
が
あ
る
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
自
衛
隊
は
食
材
を
持

っ
て
来
て
く
れ
な
い
と
い
う
現

実
。
日
本
中
か
ら
の
支
援
の
手

が
差
し
伸
べ
ら
れ
次
々
と
届
く

物
資
、
そ
の
一
方
で
、
支
援
を

受
け
る
側
の
体
制
が
整
っ
て
い

な
か
っ
た
。
物
資
を
取
り
ま
と

め
て
置
く
場
所
も
な
く
、
集
ま

っ
た
物
資
を
ど
こ
に
ど
の
よ
う

に
し
て
配
れ
ば
い
い
の
か
も
分

か
ら
な
い
中
、
そ
の
物
資
を
あ

さ
り
に
く
る
人
も
い
た
。
避
難

所
は
避
難
者
で
あ
ふ
れ
、
24
時

間
交
代
制
で
職
員
が
対
応
し
て

い
る
も
の
の
疲
労
は
積
み
重
な

り
次
々
と
疲
弊
し
て
い
く
状
況

で
、
職
員
と
避
難
者
と
の
情
報

共
有
不
足
や
信
頼
関
係
不
足
が

混
乱
を
呼
び
多
様
な
問
題
が
起

き
た
。
そ
の
中
に
は
公
に
な
っ

て
い
な
い
深
刻
な
事
件
も
あ
っ

た
。
こ
の
話
を
し
て
く
れ
て
い

る
講
師
は
、
自
身
の
家
族
が
大

や
け
ど
で
病
院
に
運
ば
れ
た
と

の
一
報
を
受
け
た
が
、
家
族
に

会
え
た
の
は
震
災
か
ら
10
日
後

で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

一
連
の
講
義
の
中
の
ほ
ん
の

一
部
分
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

被
災
さ
れ
た
現
地
の
生
の
声
を

直
接
聞
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

分
か
っ
た
よ
う
な
つ
も
り
で
い

た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
心

の
ど
こ
か
で
「
自
分
は
大
丈

夫
、
避
難
訓
練
に
も
参
加
し
て

い
る
。」
と
い
う
よ
う
な
甘
い

考
え
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
付

い
た
の
で
す
。

自
助
・
共
助
・
公
助
、
こ
の

三
つ
の
「
助
」
が
大
切
だ
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
公
助
が

生
き
る
の
は
災
害
が
起
き
て
し

ば
ら
く
時
間
が
経
過
し
た
後
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
地
域
で
起
こ

っ
た
災
害
は
地
域
に
住
む
人
々

全
て
に
襲
い
か
か
り
ま
す
。
公

的
機
関
の
職
員
も
同
じ
く
被
災

し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
災
害
発

生
直
後
に
は
自
助
と
共
助
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
電
話
は
つ
な

が
ら
な
い
、
救
急
車
や
消
防
車

も
来
な
い
、
そ
ん
な
中
で
命
を

守
る
の
は
自
分
自
身
し
か
い
ま

せ
ん
。
ま
ず
自
分
の
命
を
守

り
、
そ
れ
か
ら
家
族
、
更
に
は

隣
近
所
へ
と
共
助
が
広
が
り
ま

す
。
災
害
の
規
模
に
も
よ
り
ま

す
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
共

助
で
救
わ
れ
た
命
は
97
・
5
％

で
、
公
助
は
2
・
5
％
で
し

た
。
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
起

き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
す

が
災
害
に
備
え
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。
自
然
の
力
は
我
々
の
想

定
を
超
え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。「
行
政
は
何
も
で
き
な

い
。」
な
ら
ば
、
で
き
な
い
こ

と
を
前
提
に
地
域
に
備
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
に
は
藍
住
町
防
災
対
策

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
行
政
と
と
も
に
課
題
を

精
査
し
、
藍
住
町
の
防
災
が
い

か
に
あ
る
べ
き
な
の
か
議
論
し

て
ま
い
り
ま
す
。
住
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
防
災
意
識

を
高
め
、
備
え
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

益城町役場

熊本市役所

７ 藍住町議会だより 96号
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～自助努力の必要性について～

阿波市から藍住町の住民になって、はや35年。北環状線の開通とともに藍住町（特に徳命地区）を取り巻く環
境は著しく変化し、便利で住みやすい町となった。その間に、兵庫県南部地震や新潟県中越沖地震、そして東北
地方太平洋沖地震、熊本地震と大地震が頻発した。また、南海トラフでは、100年から150年おきに大きな地震が
発生しており、今後30年間の発生率も従来の70％程度から、70～80％と引き上げられた。
そのような時に、近所の世話役さんから自主防災組織の役員のお誘いがあり、徳命東・西地区の防災会長を務

めることとなった。防災会では、「自分や家族の命を、日々の備えによって守ろう」を合い言葉に、自助努力の
必要性を意識づけることに重点を置き、防災バッグや消火器の配
布、家庭用火災報知器の設置、可搬式消火装置の配備等の活動を
してきた。また、町や消防署の協力のもと、定期的に講習会や消
火訓練も実施したが、意識の高まりはまだまだ十分とは言えない。
今後は、これまでに取り組んできた「自助努力」の向上ととも

に、地域で助け合う「共助」の取組も町の力をお借りして進めて
いきたい。

議議
会会
のの
うう
ごご
きき

１１１１
月月

3
日

各
種
功
労
者
表
彰

4
日

藍
ラ
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

6
日
・
議
会
全
員
協
議
会

・
第
2
回
議
会
臨
時
会

・
藍（
愛
）を
身
に
つ
け
て
東
京
2
0

2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
応
援
す
る
特
別
委
員
会

（
作
業
部
会
）

・
板
野
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

9
日

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
受
領
式

10
日

西
部
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
大
会

11
日
・
藍
住
町
戦
没
者
追
悼
式

・
津
波
避
難
訓
練
（
東
小
学
校
）

12
日

河
北
町
議
会
議
長
・
厚
生
文
教

常
任
委
員
会
行
政
視
察
来
町

14
日
〜
16
日

議
員
視
察
研
修（
熊
本
県
益
城
町
、

熊
本
市
役
所
）

19
日

議
会
運
営
委
員
会

20
日
〜
22
日

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
・
視
察

研
修
（
東
京
都
・
神
奈
川
県
）

26
日
・
第
3
回
議
会
臨
時
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
藍
住
町
防
災
対
策
特
別
委
員
会

・
給
食
業
務
委
託
者
選
定
委
員
会

１１２２
月月

3
日

藍（
愛
）を
身
に
つ
け
て
東
京
2
0

2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
応
援
す
る
特
別
委
員
会

（
作
業
部
会
）

6
日
・
12
月
議
会
定
例
会
開
会

・
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

・
空
き
家
対
策
協
議
会

13
日
・
12
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

・
議
会
全
員
協
議
会

14
日

藍
翆
苑
祭

15
日

勝
瑞
児
童
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

19
日
・
議
会
全
員
協
議
会

・
12
月
議
会
定
例
会
閉
会

・
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別

委
員
会

20
日

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

26
日
・
板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

組
合
議
会
定
例
会
（
板
野
町
）

・
板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

（
北
島
町
）

27
日

自
殺
対
策
基
本
計
画
策
定
委
員
会

１１
月月

9
日

鳴
門
市
正
副
議
長
就
任
挨
拶
来
庁

10
日

板
野
東
部
消
防
組
合
消
防
出
初
め

式
（
北
島
町
）

11
日

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

13
日

藍
住
町
成
人
式

21
日

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

25
日

商
工
会
新
年
互
礼
会

28
日

議
会
全
員
協
議
会

29
日

岡
山
県
久
米
南
町
議
会
議
員
行
政

視
察
来
庁

平
成
30
年
は
、
髙
橋
町
政

の
発
足
と
議
会
改
革
に
努
力

の
1
年
で
し
た
。
是
々
非
々

の
考
え
方
で
、
全
議
員
が
自

由
で
活
発
な
発
言
、
活
動
が

で
き
る
環
境
が
形
成
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

編
集
委
員
会
で
は
、
中

立
・
公
正
な
立
場
で
親
し
み

や
す
い
内
容
表
現
が
で
き
る

よ
う
に
、
重
要
課
題
の
特

集
、
住
民
の
声
な
ど
の
紙
面

改
革
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

道
半
ば
で
す
が
、
残
り
の
1

年
、
与
え
ら
れ
た
使
命
を
全

う
で
き
る
よ
う
に
、
全
力
で

努
力
す
る
決
意
で
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
議
会
だ
よ
り

の
愛
読
と
叱
咤
激
励
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

是
非
、
議
会
の
傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

（
徳
元

敏
行
）

議議
会会
だだ
よよ
りり
編編
集集
委委
員員
会会

委
員
長

矢

部

幸

一

副
委
員
長

西

岡

恵

子

委

員

安

藝

広

志

委

員

徳

元

敏

行

委

員

林

茂

編編
集集
後後
記記

発行／藍住町議会 〒771‐1292徳島県板野郡藍住町奥野字矢上前52‐1 ☎（088）637‐3127 FAX（088）637‐3156 編集／議会だより編集委員会発行／藍住町議会 〒771‐1292徳島県板野郡藍住町奥野字矢上前52‐1 ☎（088）637‐3127 FAX（088）637‐3156 編集／議会だより編集委員会

消防出初め式

藍住町議会だより 96号 ８



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /AdobeSansMM
    /AdobeSerifMM
    /AndaleMono
    /Apple-Chancery
    /Arial-Black
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /BLSGaijiST-Ftg
    /BLSGaijiST-Ftm
    /BLSGaijiST-Gth
    /BLSGaijiST-Jnb
    /BLSGaijiST-Jnl
    /BLSGaijiST-Jnm
    /BLSGaijiST-Mgb
    /BLSGaijiST-Mgh
    /BLSGaijiST-Mgm
    /BLSGaijiST-Mgu
    /BLSGaijiST-Mmm
    /BLSGaijiST-Rmb
    /BLSGaijiST-Rmh
    /BLSGaijiST-Rml
    /BLSGaijiST-Rmm
    /BLSGaijiST-Rmr
    /BLSGaijiST-Rmu
    /BLSGaijiST-Sgb
    /BLSGaijiST-Sgl
    /BLSGaijiST-Sgm
    /BLSGaijiST-Sgr
    /BLSGaijiST-Sgu
    /BLSGaijiST-Ssk
    /CapitalsRegular
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /Charcoal
    /Chicago
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothic-Light
    /Courier
    /Courier-Bold
    /Courier-BoldOblique
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Courier-Oblique
    /CurlzMT
    /DFPGiHiCID-W7
    /DFPGothicCID-UB
    /DFPGyoShoCID-Lt
    /DFPKaiShoCID-Md
    /DFPKaiShoCID-UB
    /DFPKanTeiRyuCID-XB
    /DFPKoInCID-W4
    /DFPLeiGaSoCID-W9
    /DFPLeiShoCID-SB
    /DFPMaruMojiCID-SL
    /DFPMaruMojiCID-W9
    /DFPPOP1CID-SB
    /DFPPOP1CID-W12
    /DFPPOP1CID-W3
    /DFPPOP1CID-W9
    /DFPRuLeiCID-W7
    /DFPSNGyoShoCID-W5
    /DFPSoGeiCID-W5
    /DFPSoGeiCID-W7
    /DFPSoGeiCID-W9
    /DFPSumoCID-W12
    /DFPTFLeiShoCID-W5
    /EDIGJ-IWAGO2
    /EDIGJ-IWAMIN2
    /EdwardianScriptITC
    /FutoGoB101-Bold
    /FutoMinA101-Bold
    /Futura
    /Futura-Bold
    /Futura-BoldOblique
    /Futura-Book
    /Futura-BookOblique
    /Futura-Condensed
    /Futura-CondensedBold
    /Futura-CondensedBoldOblique
    /Futura-CondensedExtraBold
    /Futura-CondensedLight
    /Futura-CondensedLightOblique
    /Futura-CondensedOblique
    /Futura-CondExtraBoldObl
    /Futura-ExtraBold
    /Futura-ExtraBoldOblique
    /Futura-Heavy
    /Futura-HeavyOblique
    /Futura-Light
    /GadgetRegular
    /Geneva
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GothicBBB-Medium
    /GthfrAlpha
    /GthHround
    /GthinAlpha
    /GthinHround
    /HeiseiKakuGothic-W5
    /HeiseiMincho-W3
    /Helvetica
    /Helvetica-Bold
    /Helvetica-BoldOblique
    /Helvetica-Oblique
    /HoeflerText-Black
    /HoeflerText-BlackItalic
    /HoeflerText-Italic
    /HoeflerText-Ornaments
    /HoeflerText-Regular
    /Impact
    /Jun101-Light
    /Jun34-Medium
    /Jun501-Bold
    /KyokaICA-regular
    /LucidaHandwriting-Italic
    /MinIWA-Th-V3
    /Monaco
    /MonotypeSorts
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /NewYork
    /Osaka
    /Osaka-Mono
    /Palatino-Bold
    /Palatino-BoldItalic
    /Palatino-Italic
    /Palatino-Roman
    /Ryumin-Bold
    /Ryumin-heavy
    /Ryumin-Light
    /Ryumin-Medium
    /Ryumin-Ultra
    /SandRegular
    /ShinGo-Bold
    /ShinGo-Light
    /ShinGo-Medium
    /ShinGo-regular
    /ShinGo-Ultra
    /ShinseiKai-CBSK1
    /Skia-Regular
    /SMI-GAIJI-PLUS
    /SMI-KAZARI
    /Symbol
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TechnoRegular
    /TextileRegular
    /Times-Bold
    /Times-BoldItalic
    /Times-Italic
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Times-Roman
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Univers
    /Univers-Black
    /Univers-BlackExt
    /Univers-BlackExtObl
    /Univers-BlackOblique
    /Univers-Bold
    /Univers-BoldExt
    /Univers-BoldExtObl
    /Univers-BoldOblique
    /Univers-Condensed
    /Univers-CondensedBold
    /Univers-CondensedBoldOblique
    /Univers-CondensedLight
    /Univers-CondensedLightOblique
    /Univers-CondensedOblique
    /Univers-Extended
    /Univers-ExtendedObl
    /Univers-ExtraBlack
    /Univers-ExtraBlackExt
    /Univers-ExtraBlackExtObl
    /Univers-ExtraBlackObl
    /Univers-Light
    /Univers-LightOblique
    /Univers-LightUltraCondensed
    /Univers-Oblique
    /Univers-ThinUltraCondensed
    /Univers-UltraCondensed
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /Webdings
    /Wingdings
    /ZapfDingbats
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K 0
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF005b00270057006500627528002867009ad8753b8cea005f900f660e3042308a002900270020306b57fa3065304f005d0020005b514330683059308b30bb30c330c80020003a0057004500427528002867009ad8753b8cea0029005d0020>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.500000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [603.780 858.898]
>> setpagedevice


